
（別紙３）

～ 2025年8月15日

（対象者数） 23 （回答者数） 20

～ 2025年7月31日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援の内容について事例検討会の実施する頻度を増やす。

・外部勉強会への参加をする。

・職員同士での支援見学を実施する。

2

・レイアウトを定期的に変更し、季節感を感じられるように

する。

・お子さまが遊びやすいスペースを設置する。

3

・イベント担当者を入れ替える際に引継ぎ等スムーズにでき

るツールを作成し、どの担当者になっても質の変わらないイ

ベントを実施できるようにする。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・地域の開催するイベント等に利用者様と一緒に参加してい

く。（夏祭り、ゴミ拾い、フリーマーケット等）

2
・連絡アプリ「コノベル」を使用して、ブログ等や活動概要

のアップ状況報告などを発信していく。

3

・保護者様同士での交流ができるように、テーマを決めた座

談会の実施をする。（テーマ：日頃の悩み、進路先について

等）

・就労支援との連携を図り、進路先について選択肢を増やす

イベント会などの実施を検討する。

お子さまのことを十分に理解し、お子さまの特性等に応じた専

門性のある支援を提供できている。

・支援前の情報や支援後の振り返り、集団支援時の打ち合わせ

等をしている。

・担当制を設けていないことで、児発管を中心として職員全員

でお子さまの特性等を理解できる環境つくりをしている。

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっており、お

子さま達の活動に合わせた空間となっている。

・毎日の清掃を基本として実施している。

・お子さまが過ごしやすいように、物の配置や危険物の除去な

どを検討し、変更している。

事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されてい

る。

・イベントのアイデアを年間を通して立案している。

・保護者様へのご案内をスムーズにできるように、チラシの配

布、掲示等を行っている。

・季節感を感じられるイベントやお子さまの興味関心に合わせ

てイベントを検討している。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会の設定や、きょうだい向けのイベントの開催

等による、きょうだい同士の交流の機会の設定が充実していな

い。

・父母の会や保護者会等の開催について現在できておらず、今

後開催を検討している。

・保護者様同士での交流ができるように、きっかけつくりとし

て座談会などを検討している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会が少ない。

・利用者様の学校との連携は実施できているが、地域の小学生

や中高生と交流するようなイベント企画や参加などができてい

ない。

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこども

や保護者に対して発信が認知されていない。

・HPや他社通信サイトにブログ形式で活動概要や報告等を

行っているが、保護者様に直接伝達や報告等までには至ってい

ない。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

2025年8月28日

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハビーなんば教室

○保護者評価実施期間
2025年7月25日

○保護者評価有効回答数

2025年7月20日

事業所における自己評価総括表公表


